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【セッションNo．2】 

Delphi/400 最新技術情報 

Delphi/400で本格Webアプリ開発 

株式会社ミガロ. 

RAD事業部 技術支援課 

吉原 泰介 
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【アジェンダ】 

• Delphi/400で開発するWebアプリケーション 

• ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 
－ 機能にこだわる本格Webアプリケーション！ 
    動的明細、ポップアップ画面、PDF出力の実装 
－ 画面にこだわる本格Webアプリケーション！ 
   html連携、jQueryMobileの実装 

• まとめ 

■お持ち帰り資料 
・ VCL for the Web基礎知識 

・ Webアプリケーションでの PDF出力方法 
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• Webブラウザで稼動するアプリケーションの魅力 
インターネット環境とブラウザがあれば、利用可能。 
→ クライアントにアプリケーションの配布が不要。 
→ 社外や取引先でもインターネットを使って利用できる。 
→ PCのOSや端末を問わずに利用できる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Webアプリケーション 

 Delphi/400で開発するWebアプリケーション 

Windows以外

のクライアント
でも利用 

iPhoneでも
Androidで
も利用 

スマートフォンでも 
タブレットでも利用 

Delphi/400では『VCL for the Web』 機能で 
Webアプリケーションを開発できる！ 

運用管理の 
手間が少ない 

社外から 

インターネット
で利用できる 

環境ごとにアプリ
ケーションを開発
しなくてもOK 
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 Delphi/400で開発するWebアプリケーション 

• VCL for the Web （IntraWeb） 
Delphi/400に用意されたC/Sアプリと同手法でWEBアプリが開発できる機能 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①プロジェクトの作成 ②コンポーネントの配置 

・・・VCL for the Web基礎知識はお持ち帰り資料にも詳しく掲載 

③プログラムの記述 ④コンパイル&実行 
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• Webアプリケーションで実現したい機能 
Webサイトで見たことがある便利な画面、機能・・・ 
Delphi/400のWeb開発でどうやって実現するのか分からない。 

そんな疑問にお応えする本格Web開発テクニックをご紹介！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Delphi/400で開発するWebアプリケーション 

明細データは 
固定行でしか 
作れない？ 

もっとデザインに 
こだわりたい！ 

サブ検索画面
をポップアップ
で使いたい！ 

PDFを出力したい！ 

スマートフォンの
Web画面ってどう
やって作るの？ 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

1.動的な明細画面の実装 

2.ポップアップ画面の実装 

4.htmlを連携したWeb画面実装 

5.jQueryMobileを利用したスマートデバイスWeb画面実装 

機能にこだわる本格Webアプリケーション！ 

画面にこだわる本格Webアプリケーション！ 

3. PDF出力機能の実装 お持ち帰り資料 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

1.動的な明細画面の実装 

機能にこだわる本格Webアプリケーション！ 
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1.動的な明細画面の実装 
 
 
 
 

 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

あらかじめ用意した固定行数の明細入力や 
画面遷移を挟んでの明細入力 

Webアプリケーションの明細行入力画面ではあらかじめ用意した 
固定行数の明細入力で実装することが多い。 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

1.動的な明細画面の実装 
VCL for the Webでフレームを使えばC/Sアプリケーション同様 
画面上での自由な明細制御が実現できる！ 

 
 
 

Web画面上で明細行を好きなだけ追加！ 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

1.動的な明細画面の実装 

 
フレームとは・・ 
画面（フォーム）をコンポーネントのように部品化できる機能 

フレームを使った明細の動的制御 

ファイル>新規作成>その他 

①メニューの 
[ファイル|新規作成|その他]を実行。 

②new Frameを選ぶとフォームと同じ
形式で部品が作成できる。 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

1.動的な明細画面の実装 

 
フレームで明細行のテンプレートを開発する。 

フレームを使った明細の動的制御 

明細の1行分をフレームとして作成する 

フレーム 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

1.動的な明細画面の実装 

 
明細追加ボタンを押下した際に、動的にフレームを追加する。 

フレームを使った明細の動的制御 

追加ボタンで動的にフレームをコピー作成。 

フレームはTIWRegionの上に作成する。 
※ TIWRegionはWebでのパネルのような部品。 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

1.動的な明細画面の実装 

 

 

フレームを使った明細の動的制御 

明細追加ボタンの処理（画面側ソース）  

procedure TEntryfrm.IWButtonAddClick(Sender: TObject); 
var 
  Frame : TFrame1;  //明細用のフレーム 
begin 
  Inc(FframeCnt);     //追加するフレームの番号をカウント 
  Frame        := TFrame1.Create(reMeisai); //フレームの作成 
  Frame.Parent := IWRegion1;                 //IWRegionを親（土台）に設定 
 //作成したフレームを制御できるようにカウントした番号で名前を設定 
  Frame.Name   := ‘Frame’ + FormatFloat(‘00’,FframeCnt); 
end; 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

1.動的な明細画面の実装 

 

 

フレームを使った明細の動的制御 

明細フレームの削除ボタンの処理（フレーム側ソース） 

procedure TFrame1.IWButtonDeleteClick(Sender: TObject); 
begin 
  Self.Free;  //明細で削除ボタンを押下したらフレーム自身で解放 
end; 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

1.動的な明細画面の実装 

Web画面上で明細行を好きなだけ追加！ 

Web画面上で不要な明細行は削除！ 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

機能にこだわる本格Webアプリケーション！ 

2.ポップアップ画面の実装 
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2.ポップアップ画面の実装 

 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

Webアプリケーションでの補助検索等の画面は、 
画面遷移で実装することが多い。 

画面遷移 
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2.ポップアップ画面の実装 
ポップアップ画面を別DLLとして作成してJavaScriptを組み込むことで、別ブラウザ
のポップアップ画面連携が実現できる！ 

 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

検索ボタンからポップアップ画面起動！ 

別ブラウザと連携 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

2.ポップアップ画面の実装 

 
C/Sアプリケーションと違い、別ブラウザでポップアップする 
サブ画面は別のアプリケーション（DLL）として作成する必要がある。 
ただし、通常ブラウザ間では値の受渡を行うことはできない。 

2つのWeb画面を連携してポップアップ画面制御 

親アプリケーション 子アプリケーション 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

2.ポップアップ画面の実装 

 

 

JavaScriptでブラウザの親子関係を利用すれば 
親/子のアプリケーション間で値を受け渡すことができる。 

2つのWeb画面を連携してポップアップ画面制御 

親アプリケーション 

ポイント 

子アプリケーション 

ＪａｖａScriptでは 
起動元画面を操作可能 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

2.ポップアップ画面の実装 

 
Delphi/400でJavaScriptを記述するには専用のプロパティが用意されている。 

2つのWeb画面を連携してポップアップ画面制御 

Webのコンポーネントには『ScriptEvents』 
プロパティが用意されている。 

『ScriptEvents』プロパティには、JavaScriptが記述
できるダイアログが用意されている。 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

2.ポップアップ画面の実装 

 

子アプリケーション起動時のJavaScript 

2つのWeb画面を連携してポップアップ画面制御 

検索ボタンのJavaScript処理（親アプリケーション側ソース） 

//『ScriptEvents』のOnClickイベント 
 
var w = window 
w = open(“http://Webサーバ/subform.dll/", "_blank", "width=300,height=300") 

親アプリケーション 

子アプリケーションを新しいWindowで起動。 

起動 

子アプリケーション 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

2.ポップアップ画面の実装 

 

親アプリケーションに結果を返すJavaScript 

2つのWeb画面を連携してポップアップ画面制御 

決定ボタンのJavaScript処理（子アプリケーション側ソース） 

//『ScriptEvents』のOnClickイベント 
 
window.opener.document.forms[0].IWEDIT1.value 
= document.forms[0].IWEDIT2.value; 
window.close(); 

子アプリケーション 

子アプリケーションの値を 
Opener(親アプリケーション)の項目にセットする。 
※Delphi/400のコンポーネントのhtml名も利用可能。 

結果をセット 

値をセットしたら子アプリケーション終了 

親アプリケーション 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

2.ポップアップ画面の実装 
別ブラウザ間の連携が実現！ 

C/Sアプリケーションのように 
値を受け渡せる！ 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

機能にこだわる本格Webアプリケーション！ 

3.PDF出力機能の実装 

・・・ PDF実装方法はお持ち帰り資料に詳しく掲載 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

画面にこだわる本格Webアプリケーション！ 

4.htmlを連携したWeb画面実装 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

4.htmlを連携したWeb画面実装 
VCL for the Webではフォームにコンポーネントを配置してC/Sアプリと同じように 
Ｗｅｂ画面を作成できる。 

 

コンパイル 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

4.htmlを連携したWeb画面実装 
Web画面はコンポーネントで簡単に作成できるけど・・ 

 

コンポーネントの見た目を変えたい・・ 

作りたい画面デザインのhtmlなら見つけたのに・・ 

IWTemplateProcessorHTMLコンポーネントで解決！ 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

4.htmlを連携したWeb画面実装 

 

IWTemplateProcessorHTMLコンポーネントの使い方① 

 

htmlを画面に連携できる便利なコンポーネント 

プロパティTamplates: 
画面に使いたいhtml名を設定 
※ブラウザ毎に設定も可能 

IWTemplateProcessorHTML 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

4.htmlを連携したWeb画面実装 

 

IWTemplateProcessorHTMLコンポーネントの使い方② 

htmlを画面に連携できる便利なコンポーネント 

プロパティLayoutMgr: 
①で設定したIWTemplateProcessorHTML
を設定 

Form（画面フォーム） 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

4.htmlを連携したWeb画面実装 

 

IWTemplateProcessorHTMLコンポーネントの使い方③ 

htmlを画面に連携できる便利なコンポーネント 

アプリケーションを実行するフォルダ内に 
『templates』という名前でフォルダを作成する 

フォルダ内に①で指定したhtmlファイルを 
配置する 

ポイント 

Delphi/400 V2009以降では 
htmlファイルは必ずUTF-8で保存 



第11回  ミガロ．テクニカルセミナー 2 - 

 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

4.htmlを連携したWeb画面実装 

 

IWTemplateProcessorHTMLコンポーネントの使い方④ 

htmlを画面に連携できる便利なコンポーネント 

コンパイル&実行 

Delphi/400で作成していない画面が 
htmlから読み込まれた！ 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

4.htmlを連携したWeb画面実装 

 

IWTemplateProcessorHTMLコンポーネントの使い方⑤ 
 

 

htmlを画面に連携できる便利なコンポーネント 

htmlソースをDelphi/400の開発画面で編集する 

①メニューの[プロジェクト|プロジェクトに追加] 
を実行。 

②ダイアログからhtmlを選択。 

③Delphi/400開発画面上で 
htmlが編集できる。 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

4.htmlを連携したWeb画面実装 

 

IWTemplateProcessorHTMLコンポーネントの使い方⑥ 
 

 
html画面でDelphi/400のコンポーネントを 

組み込むにはhtmlにコンポーネント名を 
{%コンポーネント名%}と記述しておく。 
 
例）IWButton1をhtmlに組み込む場合 
{%IWButton1%}と記述した部分に 

コンポーネントを連携して表示・操作できる。 

htmlを画面に連携できる便利なコンポーネント 

htmlにDelphi/400のコンポーネントを組み込む 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

4.htmlを連携したWeb画面実装 

 

IWTemplateProcessorHTMLコンポーネントの使い方⑦ 
 

 

 

htmlを画面に連携できる便利なコンポーネント 

htmlにDelphi/400のコンポーネントを組み込む 

①Delphi/400のコンポーネント 

②htmlにコンポーネント名を記述 

③htmlの画面に組み込まれる 
htmlのデザインを適用することも
可能 

連携！ 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

画面にこだわる本格Webアプリケーション！ 

5.jQueryMobileを利用したスマートデバイスWeb画面実装 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

5.jQueryMobileを利用したスマートデバイスWeb画面実装 

 
 
スマートフォンやタブレット向けにこだわったWeb画面を作成するには
『jQueryMobile』を利用すると便利。 

jQueryMobileのスマートデバイスWeb画面 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

5.jQueryMobileを利用したスマートデバイスWeb画面実装 

 

jQueryMobileとは・・ 
スマートフォンやタブレットで使用するWebアプリケーション用に画面デザインや 
部品を提供してくれるオープンソース 

jQueryMobileのスマートデバイスWeb画面 

http://jquerymobile.com/ http://dev.screw-axis.com/doc/jquery_mobile/ 

公式サイト 日本語リファレンス 

http://dev.screw-axis.com/doc/jquery_mobile/
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

5.jQueryMobileを利用したスマートデバイスWeb画面実装 

 

jQueryMobileで用意されているテンプレート（一例） 

jQueryMobileのスマートデバイスWeb画面 

ページデザイン ダイアログ ツールバー リストビュー 

これ以外にも、よく見るスマートデバイス風画面、部品がhtml
ソースでたくさん提供されている。 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

5.jQueryMobileを利用したスマートデバイスWeb画面実装 

 
jQueryMobileに用意されている画面テンプレートを 

IWTemplateProcessorHTMLコンポーネントで利用すれば 

簡単に本格的なスマートデバイス画面デザインが実現！ 

Delphi/400とjQueryMobileの連携 

Dlephi/400 ｊQueryMobile 

＋ ＝ 

格好が良い見た目だけでなく、 

画面サイズの自動調整なども実装
されているので便利！ 
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5.jQueryMobileを利用したスマートデバイスWeb画面実装 

 
基本は画面をjQueryMobileで利用して、ボタンや入力などを 
Delphi/400のコンポーネントで連携すればOK！ 

 
 
コンポーネントにないjQueryMobile独自の部品 

を連携したい場合はどうすれば良いのだろうか？ 

 
 

 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

Delphi/400とjQueryMobileの連携 

ポイント 

IWDBGridではなくて 
リストビューで商品一覧を 
表示したいなあ 

例えばスマートデバイス風の 
リストビュー 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

5.jQueryMobileを利用したスマートデバイスWeb画面実装 

 
jQueryMobile独自の部品を使う場合には 

Delphi/400のプログラムでjQueryMobileのhtmlソースを 

編集して出力することができる。 

 

Delphi/400とjQueryMobileの連携 

htmlのソースの書き方は 
サイト内で詳しく記載されている。 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

5.jQueryMobileを利用したスマートデバイスWeb画面実装 

 

htmlソースを出力する処理を作成する。 
 

Delphi/400とjQueryMobileの連携 

 
 
 
宣言部 
public 
    function RenderListView: String; 
･･･ 
実装部 
function TIWForm1.RenderListView: String; 
var 
  ul : TStringList; 
begin 
  //リストビューのhtmlソースを動的に作成していく。 
  ul := TStringList.Create; 
  ul.Add('<ul data-role="listview">'); 

 
 
   

htmlソースを作成する関数 

StringListにhtmlソース文を 
格納していく 

htmlソース作成処理（ソース）  例）ClientDataSetからリスト作成  
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

5.jQueryMobileを利用したスマートデバイスWeb画面実装 

 

 
 

 //ClientDataSetのデータ分、リストビューのレコードを作成する。 
  while not(ClientDataSet1.Eof) do 
  begin 
    ul.Add('<li>'); 
    ul.Add(‘<a><img src=“/images/’ 
       + ClientDataSet1.FieldByName(‘画像ファイルパス').AsString + '.png">'); 
    ul.Add(‘<h3>’ + ClientDataSet1.FieldByName(‘商品コード').AsString ); 
    ul.Add(ClientDataSet1.FieldByName(‘商品名').AsString + '</h3>'); 
    ul.Add(‘<p>価格：’+ ClientDataSet1.FieldByName(‘価格').AsString + '</p>'); 
    ul.Add(‘<p>在庫：’+ ClientDataSet1.FieldByName(‘在庫数').AsString + '</p>'); 
    ul.Add('</a></li>'); 
    ClientDataSet1.Next; 
  end; 
  ul.Add('</ul>'); 
  //作成したhtml分を関数から返却する。 
  Result := ul.Text; 
  FreeAndNil(ul); 
end; 

リストビューに表示したい 

項目（データや画像）をレコード
を読み取りながらループで 
htmlソースを作成していく。 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

5.jQueryMobileを利用したスマートデバイスWeb画面実装 

 

htmlソースを出力する処理を呼び出すイベント。 

htmlソースを追記する場合は 
OnUnknownTagイベントを利用 

Delphi/400とjQueryMobileの連携 

IWTemplateProcessorHTML 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

5.jQueryMobileを利用したスマートデバイスWeb画面実装 

 

htmlソースを出力する処理を作成する。 

htmlソース作成処理を呼び出す（ソース）   
 
 
procedure TIWForm1.IWTemplateProcessorHTML1UnknownTag(const AName: string; 
  var VValue: string); 
begin 
  //html上で{%ListView%}を描画する際に、データがオープンされていれば 
  //リストビューを動的に作成する。 
  if ((AName = 'ListView') and (ClientDataSet1.Active)) then 
  begin 
    VValue := RenderListView; 
  end; 
end; 

 
   

htmlソースで『ListView』という 
部品を表示するときに 
作成したhtmlソースを出力する 

Delphi/400とjQueryMobileの連携 
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 ここまでやりたい！本格Webアプリケーション開発 

5.jQueryMobileを利用したスマートデバイスWeb画面実装 

この『ListView』項目を作成 
する際にhtmlが編集される。 

htmlが編集されて完成！ 
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 補足 
VCL for the Webを拡張する市販コンポーネント情報 

• TMS IntaraWeb iPhone Controls Pack 
スマートデバイス向けWebアプリケーション用 
http://www.tmssoftware.com/site/tmsiwiphone.asp 

 

• IWCGjQUery 
http://www.cgdevtools.com/ 
デスクトップ向けWebアプリケーション用 
http://www.cgdevtools.com/?skill=iwcgjquery-suite 
スマートデバイス向けWebアプリケーション用 
http://www.cgdevtools.com/skill/iwcgjquery-mobile-suite/ 

 
※ミガロ.がご提供している製品ではありません。 

http://www.tmssoftware.com/site/tmsiwiphone.asp
http://www.cgdevtools.com/
http://www.cgdevtools.com/?skill=iwcgjquery-suite
http://www.cgdevtools.com/?skill=iwcgjquery-suite
http://www.cgdevtools.com/?skill=iwcgjquery-suite
http://www.cgdevtools.com/?skill=iwcgjquery-suite
http://www.cgdevtools.com/skill/iwcgjquery-mobile-suite/
http://www.cgdevtools.com/skill/iwcgjquery-mobile-suite/
http://www.cgdevtools.com/skill/iwcgjquery-mobile-suite/
http://www.cgdevtools.com/skill/iwcgjquery-mobile-suite/
http://www.cgdevtools.com/skill/iwcgjquery-mobile-suite/
http://www.cgdevtools.com/skill/iwcgjquery-mobile-suite/
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 まとめ 

• Webアプリケーションは様々な環境に対応できる。 
 

• VCL for the WebはC/Sと同様に開発ができる。 
 

• 明細はフレームで制御すれば動的に追加できる。 

 

• ポップアップ画面はJavaScriptで受け渡しができる。 

 

• IWTemplateProcessorHTMLでhtmlとの連携ができる。 
 

• jQueryMobileでスマートデバイス画面も簡単に作れる。 
 



第11回  ミガロ．テクニカルセミナー 2 - 

ご清聴ありがとうございました。 
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 お持ち帰り資料 

VCL for the Web基礎知識 
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• VCL for the Webアプリケーションの開発手順 

 お持ち帰り資料（VCL for the Web基礎知識） 

スタンドアロン/アプリケーションモード手順 

①新規プロジェクトの作成 

②コンポーネントを貼り付けてプロパティの設定 

③必要に応じてイベントハンドラを作成 

④コンパイル 

⑤実行（テスト） 

 

 

 
 

 

C/Sアプリケーションと同じような手順で開発が可能 
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• VCL for the Webプロジェクトの新規作成 

VCL for the Webプロジェクトの作成手順 

1. ファイル⇒新規作成⇒その他 を選択 

2. Delphiプロジェクト 
⇒VCL for the Web より、[VCL for the Web Application Wizard] を選択 

3. ウィザード画面より作成モード、保存先、ファイル名等を指定 

 

 
スタンドアロンモードの場合 
 StandAlone Application 
アプリケーションモードの場合  
 ISAPI Extension 

プロジェクトの保存先、 
プロジェクト名を指定 

Create User Sesseion にチェック 
（ユーザーセッションを使う） 

 お持ち帰り資料（VCL for the Web基礎知識） 
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• コンポーネントの配置 
コンポーネントの貼り付けおよびプロパティの設定 

1. ウィザードにて作成されたプロジェクトよりUnit1を選択し、フォームを表示 

2. [IWStandard]ページより、IWLabel、IWEdit、IWButton をフォームに貼り付
け プロパティをセット 
 

 

IWLabel1コンポーネント 
  Captionプロパティ = ‘メッセージ’ 
IWEdit1コンポーネント 
  Textプロパティ = ‘’(空文字) 
IWButton1コンポーネント 
  Captionプロパティ = ‘表示’ 

 お持ち帰り資料（VCL for the Web基礎知識） 



第11回  ミガロ．テクニカルセミナー 2 - 

• コンポーネントの配置 

イベントハンドラの設定とコンパイル/実行 

1. IWButton1コンポーネントのonClickイベントハンドラを設定し、下記コードを入力 

 

 

 

2. コンパイル ⇒ 実行 （起動するフォームからブラウザ起動ボタンを押下し動作確
認） 

 

 

Execute ボタン押下 

ボタンクリックにより、 
エディットボックスの入力 

文字列がメッセージボック
スに出力 

procedure TIWForm1.IWButton1Click(Sender: TObject); 

begin 

 WebApplication.ShowMessage(IWEdit1.Text); 

end; 

 お持ち帰り資料（VCL for the Web基礎知識） 
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• データベース接続 
DB連結用コンポーネント 

• データベース接続はDBExpress等、GUIと同様に使用することができます。 
データベースに連結した画面を作成したい場合[IW Data]ページにコンポーネントが 
用意されています。 
   （[Data Control]ページのコンポーネントに相当） 
 例えば 

DataSet           -> 
DataSource         -> 
IWDBGridによってデータを一覧表示 

 お持ち帰り資料（VCL for the Web基礎知識） 
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• 画面遷移 

 

 

 

 

画面の遷移方法 

• Delphiプロジェクト⇒ VCL for the Web より、[New Form] を選択して追加 

• 次画面呼び出し元の処理 
 - Createメソッドでオブジェクトを生成 

- Showメソッドで遷移 

• 次画面の処理 

- 画面終了時にReleaseメソッド呼び出しにより、元のフォームに戻る 

 

 
procedure TfrmMain.btnGoFrm2Click(Sender: TObject); 

var 

  frmDetail: TfrmDetail; 

begin 

  frmDetail := TfrmDetail.Create(WebApplication); 

  frmDetail.Show; 

end; 

 

procedure TfrmDetail.btnBackClick(Sender: TObject); 

begin 

  Release; 

end; 

フォーム変数はGlobal定義されていな
いので、ローカル変数として定義 

 お持ち帰り資料（VCL for the Web基礎知識） 
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• グローバル変数 

 TIWUserSession = class(TIWUserSessionBase) 

    sesSession: TSession; 

    dbAS: TDatabase; 

    qrySelectData: TQuery; 

  private 

    { Private declarations } 

  public 

    { Public declarations } 

    LogOnUserID: String;                              // ログオンユーザーID 

    LogOnUserName: String;                          // ログオンユーザー名 

  end; 

procedure TfrmMain.IWAppFormRender(Sender: TObject); 

begin 

    // ログオンユーザー名の表示 

    lblLogOnUser.Caption := UserSession.LogOnUserName; 

end; 

グローバル変数 
WEBブラウザ毎に変

数が別々に保持され
る 

グローバル変数の扱い 

• WEBアプリケーションの場合、WEBブラウザ単位に変数を保持しなければならない。 

• VCL for the Webの場合、UserSessionユニットのIWUserSessionクラスに変数を定義し、
UserSessionオブジェクトとして利用する。 

 

 お持ち帰り資料（VCL for the Web基礎知識） 
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 お持ち帰り資料 

Webアプリケーションでの PDF出力方法 

※テクニカルレポートNo.3 「Delphi/400 WEBからのPDF出力」にも詳しく掲載しています。 
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• WebアプリケーションでPDFを出力する仕組み 
PDFを出力するプログラムはCGIアプリケーションとして別途開発し、 
Webアプリケーション（ VCL for the Web）から呼び出して利用する。 

 お持ち帰り資料（Webアプリでの PDF出力方法） 

 

 

 
 

 

Webｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

CGIｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
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• CGIアプリケーションの作成方法① 
 

 お持ち帰り資料（Webアプリでの PDF出力方法） 

WebBrokerプロジェクト（CGI)の作成手順 

1. ファイル⇒新規作成⇒その他 を選択 

2. Delphiプロジェクト 
⇒WebBroker より、[Webサーバアプリケーション] を選択 

3. アプリケーション形式を『CGI実行形式』を指定 
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• CGIアプリケーションの作成方法② 
プロジェクトが作成されるとTWebModuleが用意されているので 
Actionsプロパティを選択して、Itemを作成し、 
呼び出されるURL部(PathInfo)にあわせて 
OnActionイベントにPDFを出力するプログラムを作成する。 

 お持ち帰り資料（Webアプリでの PDF出力方法） 

PathInfoはCGIを呼び出す際の 
URLのアクセスパスになる。 
Actionのリストは右クリックから 

簡単に追加できるので、アクセスパスに
よって複数の機能を実装することも可能。 

CGIを呼び出すURL例 
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• CGIアプリケーションの作成方法③ 

 お持ち帰り資料（Webアプリでの PDF出力方法） 

 

 

 
 

 

PDFを作成するOnAction（ソース）  

procedure TWebModule1.WebModule1WebActionItem1Action(Sender: TObject; 
  Request: TWebRequest; Response: TWebResponse; var Handled: Boolean); 
var 
  sFileName :String; 
  sFileStream : TFileStream; //返却用 
begin 
  //テンプレートファイルを生成 
  frmPrintPDF := TfrmPrintPDF.Create(nil); 
 
  try 
    //リクエスト（パスのQuery部）をパラメータにデータ抽出 
    SQLQuery1.ParamByName('CODE').AsString := 
              Request.QueryFields.Values['CODE']; 
    SQLQuery1.Open; 
 
    //PDFの作成（PowerPDF等） 
    with frmPrintPDF do 
    begin 
 
      //ここで抽出データからPDF帳票を作成する。 
 
    end; 
    PReport1.FileName := sFileName; 

PDFの作成はPowerPDFなどでの 
開発が便利。 
※詳しくはテクニカルレポートNo3 
「Delphi/400帳票開発ノウハウ公開」にも掲載 
 

呼び出し時のパラメータ
（Query部）を抽出に使う
こともできる。 
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• CGIアプリケーションの作成方法④ 

 お持ち帰り資料（Webアプリでの PDF出力方法） 

 

 

 
 

 

PDFを作成するOnAction（ソース）  

    //PDFの保存 

    PReport1.BeginDoc; 
    try 
      PReport1.Print(PRPage1); 
    finally 
      PReport1.EndDoc; 
    end; 
 
    //保存されたPDFの読み込み 
    SFileStream := TFileStream.Create(sFileName, fmOpenRead); 
    try 
      //読込んだPDFをWebアプリケーションの返却 
      Response.ContentType   := 'application/pdf'; 
      Response.ContentStream := sFileName; 
      Response.SendResponse; 
    finally 
      sFileStream.Free; 
    end; 
  finally 
    frmPrintPDF.Release; 
  end; 
 
end; 

1度Webサーバ上にPDFを
保存して、保存したPDFをレ
スポンスとして返す。 
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• WebアプリケーションからPDF出力CGIの呼び出し 

 お持ち帰り資料（Webアプリでの PDF出力方法） 

 

 

 
 

 

WebアプリケーションからのCGIの呼び出し例（ソース）  

procedure TPDFfrm.IWButton1Click(Sender: TObject); 
begin 
  WebApplication.NewWindow('http://migaro.co.jp/project1.exe/getpdf?code=1'); 
end; 

CGIを呼び出してPDFを新しい
ブラウザで起動する。 
抽出条件等のパラメータは 
?以降のQuery部を編集。 
 


